
資料４　追加

現在の満足度と今後の優先度の相関における前回調査（令和２年度）との比較

　現在の満足度と今後の優先度の加重平均値の相関関係を前回調査（令和２年度）と比較したと

ころ、大きな変動があったのは「防災対策の推進」と「交通体系の充実」であった。

　「防災対策の充実」は、満足度が高くなったことで、「④優先度は高いが満足度は低い」から

「①満足度・優先度ともに高い」となり、「交通体系の充実」は、満足度が低くなり、優先度が

高くなったことで、「①満足度・優先度ともに高い」から「④優先度は高いが満足度は低い」と

なった。
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①満足度・優先度ともに高い④優先度は高いが満足度は低い

③満足度・優先度ともに低い ②満足度は高いが優先度は低い
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